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コニカミノルタ情報システム株式会社の概要コニカミノルタ情報システム株式会社の概要

1981年11月26日設立

東京サイト：東京都八王子市石川町2970                               （データセンター/開発部門）

大阪サイト：大阪市中央区久太郎町1丁目4番8号船場ＤＫビル （開発部門）

西神サイト：兵庫県神戸市西区高塚台4-4-1                           （データセンター/開発部門）

三河サイト：愛知県豊川市八幡町東赤土2 （開発部門）

事業所

〒191-0012 東京都立川市曙町二丁目34番7号 （本社/営業/開発部門）

TEL042-526-6230 FAX042-526-5239

本社

コニカミノルタ情報システム株式会社

Konica Minolta Information System Co.,Ltd. （略称：ＥＩＳ）

社名

登録年月：1999年3月 更新年月：2003年3月

登録番号： （関）14210034

SI登録

代表取締役社長 藤本謹三

取締役（常 勤）佐々木和己、龍田義樹、村田伊知郎

（非常勤）大久保寛(HD)、下川幸嗣(NII)、齋藤孝(BE)

監査役（非常勤）上野均(HD)、元石泰秀(BE)

役員

構成

コニカミノルタビジネスエキスパート株式会社 日本情報産業株式会社 富士通株式会社株主

払込資本 １億円資本金

271名（2004年4月1日時点、常勤役員含む）従業員
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代表取締役社長 藤本謹三

取締役（常 勤）佐々木和己、龍田義樹、村田伊知郎

（非常勤）大久保寛(HD)、下川幸嗣(NII)、齋藤孝(BE)

監査役（非常勤）上野均(HD)、元石泰秀(BE)

役員

構成

コニカミノルタビジネスエキスパート株式会社 日本情報産業株式会社 富士通株式会社株主

払込資本 １億円資本金

271名（2004年4月1日時点、常勤役員含む）従業員
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ミノルタ株式会社

情報機器カンパニー

光学機器カンパニー

計測機器カンパニー

20032003年年1010月のコニカミノルタ事業統合月のコニカミノルタ事業統合

コニカミノルタ
ビジネステクノロジーズ株式会社

コニカミノルタ
ホールディングス株式会社

コニカミノルタオプト株式会社

コニカミノルタカメラ株式会社

コニカミノルタ
センシング株式会社

コニカミノルタ
フォトイメージング株式会社

旧ミノルタの基幹システム：旧ミノルタの基幹システム：R/3R/3をを55つに分社化することが必須！つに分社化することが必須！

既に持ち株会社に移行していたコ既に持ち株会社に移行していたコ
ニカと事業統合する為にミノルタニカと事業統合する為にミノルタ

社内カンパニーを分社化して統合社内カンパニーを分社化して統合
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R/3R/3分社化までのスケジュール分社化までのスケジュール

移行計画立案 移行ツール
開発

移行リハーサル
実施

運用テスト分社化方式検討
テクニカルレビュー

プログラミング
単体テスト

結合テスト・
システムテスト

本番準備

★★分社化分社化R/3R/3
本番稼動本番稼動

本
番
移
行

本
番
移
行

20032003年年44月月 66月月 88月月 99月月 1010月月66日日

・短期間での開発
→分社化方針検討含めて６ヶ月

・短期間でのデータ移行
→短時間での移行

・完璧な納期遵守と高品質
→納期遅延・稼動後の混乱は絶対に不可

・短期間での開発・短期間での開発
→分社化方針検討含めて６ヶ月

・短期間でのデータ移行・短期間でのデータ移行
→短時間での移行

・完璧な納期遵守と高品質・完璧な納期遵守と高品質
→納期遅延・稼動後の混乱は絶対に不可

＜厳しい制約条件＞＜厳しい制約条件＞

①独自の分社化方式と
テクニカル・レビュー
②綿密な移行計画策定と
３回の移行リハーサル

①独自の分社化方式と①独自の分社化方式と
テクニカル・レビューテクニカル・レビュー

②綿密な移行計画策定と②綿密な移行計画策定と
３回の移行リハーサル３回の移行リハーサル

＜品質向上施策＞＜品質向上施策＞

業務システム変更

データ移行
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①独自の分社化方式とテクニカル・レビュー
について

①独自の分社化方式とテクニカル・レビュー①独自の分社化方式とテクニカル・レビュー
についてについて

5

ERP:SAP R/3ERP:SAP R/3にについてついて

R/3R/3 ®®

クライアント・サーバクライアント・サーバ
ABAP/4ABAP/4 ®®

FIFI
財務会計財務会計

COCO
管理会計管理会計

AMAM
固定資産固定資産
管理管理

PSPS
プロジェクトプロジェクト

管理管理WFWF
ワークフローワークフロー

ISIS
業界別業界別

ソリューションソリューション

MMMM
在庫在庫//購買管理購買管理

HRHR
人事管理人事管理

SDSD
販売管理販売管理

PPPP
生産管理生産管理//
計画計画

QMQM
品質保証品質保証

PMPM
プラント保全プラント保全

統合
ソリューション

オープン
システム

クライアント・サーバ
アーキテクチャ

エンタプライズ
データモデル

包括的な機能

あらゆるタイプの業務
に対応できる設計

グローバルな業務に対応

あらゆるタイプの業務
に対応できる設計

グローバルな業務に対応

ＥＲＰ：購買・生産・販売・物流・財務会計・人事等の基幹業務を
統合データベースを介してリアルタイムに管理するシステム

ＥＲＰ：購買・生産・販売・物流・財務会計・人事等の基幹業務をＥＲＰ：購買・生産・販売・物流・財務会計・人事等の基幹業務を
統合データベースを介してリアルタイムに管理するシステム統合データベースを介してリアルタイムに管理するシステム

旧ミノルタでは1997年より全社統一の
基幹システムとして使用していた

旧ミノルタでは旧ミノルタでは19971997年より全社統一の年より全社統一の

基幹システムとして使用していた基幹システムとして使用していた

※出典元：ＳＡＰ社資料より抜粋
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一般的な一般的なR/3R/3の分社化方法・・・の分社化方法・・・SAPSAP推奨推奨

ミノルタ株式会社

Ａ工場 伝票伝票

在庫在庫

マスタマスタ

＜分社化前＞ ＜分社化後＞

コニカミノルタ
ＸＸＸＸ株式会社

Ａ 工場´データ移行データ移行データ移行

会社コード

プラント

この方法の特長：この方法の特長：
システムの再構築と同じ。データの整合は保システムの再構築と同じ。データの整合は保
たれるが。。。たれるが。。。
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一般的な一般的なR/3R/3の分社化方法の問題点の分社化方法の問題点

プラントに紐付いているマスタの種類が多く、大規プラントに紐付いているマスタの種類が多く、大規
模な移行が発生。模な移行が発生。
特にＢＯＭ特にＢＯＭ（（部品表）の件数は部品表）の件数は500500万件もあり、万件もあり、
移行には２週間程度の時間が必要。移行には２週間程度の時間が必要。

プラントコードが変わると独自開発プログラムの変プラントコードが変わると独自開発プログラムの変
更が大量に発生、更が大量に発生、1010月に間に合わせるのは困難。月に間に合わせるのは困難。
又、ユーザーに混乱発生の懸念。又、ユーザーに混乱発生の懸念。

独自の独自のR/3R/3分社化方法の検討分社化方法の検討
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割当のみ変更割当のみ変更割当のみ変更

ミノルタ株式会社

Ａ工場

伝票伝票

在庫在庫

マスタマスタ

＜分社化前＞
会社コード

プラント

独自の独自のR/3R/3分社化方法・・・分社化方法・・・SAPSAP非推奨非推奨

＜分社化後＞

コニカミノルタ
ＸＸＸＸ株式会社

´

この方法の特徴：この方法の特徴：
データの移行は最小限。データの移行は最小限。
しかし、前例のない言わばしかし、前例のない言わば““想定外想定外””のの
やり方。データの不整合が？やり方。データの不整合が？
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Trns.ID 検証項目 実施日 担当者

独立所要登録 MD61 正常処理確認 4/28 新尾

計画手配登録 MD11 正常処理確認 4/28 新尾

製造指図登録 CO01 新会社コードでの製造指図登録 4/24 新尾

新原価センタの割当て・変更 4/24 新尾

新作業区(新原価センタ)の割当て・変更 4/24 新尾

購買発注登録 ME21N 新会社コードでの購買発注作成 － －

新原価センタの割当て・変更 － －

ＭＲＰ実行 MD41 新会社コードでの所要計算・発注 4/28 新尾

従属所要量確認 MD04 新会社コードでの所要計算・発注 4/28 新尾

計画手配→購買依頼変換 MD15 購買依頼伝票と会社コードの紐付け確認 － －

購買依頼→購買発注変換 ME59 購買発注伝票と会社コードの紐付け確認 － －

購買依頼登録 ME51 新会社コードでの購買依頼作成 4/29 新尾

　　〃　変更 ME52 正常処理確認 4/29 新尾

購買依頼登録 ME51 新会社コードでの購買依頼作成 4/29 新尾

　　〃　変更 ME52 正常処理確認 4/29 新尾

購買依頼登録 ME51 新会社コードでの購買依頼作成 － －

　　〃　変更 ME52 正常処理確認 － －

購買発注登録 ME21N 新会社コードでの購買発注作成 4/29 新尾

　　〃　変更 ME22N 正常処理確認 4/29 新尾

発注品入庫（101/102） MB01 新会社コードでの入出庫伝票作成 4/29 新尾

新原価センタの割当て 4/29 新尾

請求書照合 MRRL 会計伝票と会社コードの紐付け確認 4/29 新尾

購買発注

購買依頼

-MRP関連

221

標準

勘：K

勘：P

標準

テクニカル・レビューの実施テクニカル・レビューの実施

R/3R/3開発環境のカスタマイズを変更してロジ／会計の担当者（十数名開発環境のカスタマイズを変更してロジ／会計の担当者（十数名））が、が、

テスト仕様に沿ってテスト仕様に沿ってR/3R/3をを徹底検証して技術的な課題を抽出。徹底検証して技術的な課題を抽出。

第1回テクニカル・レビューの開催（4月30日）

社内R/3技術者が一同に会して、分社化検証状況を確認、
検討。

⇒4つの大きな課題が報告された
⇒もう一ヶ月検証を継続することに

第第11回テクニカル・レビューの開催（回テクニカル・レビューの開催（44月月3030日）日）

社内社内R/3R/3技術者が一同に会して、分社化検証状況を確認、技術者が一同に会して、分社化検証状況を確認、
検討。検討。

⇒⇒44つの大きな課題が報告されたつの大きな課題が報告された
⇒もう一ヶ月検証を継続することに⇒もう一ヶ月検証を継続することに

第2回テクニカル・レビューの開催（5月27日）

4つの大きな課題とデータ移行について目処が立った。

第第22回テクニカル・レビューの開催（回テクニカル・レビューの開催（55月月2727日）日）

44つの大きな課題とデータ移行について目処が立った。つの大きな課題とデータ移行について目処が立った。
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テクニカル・レビューの工夫した点・効果テクニカル・レビューの工夫した点・効果

物流／会計の各担当者が一同に物流／会計の各担当者が一同に
参加参加

R/3R/3は物流／会計機能は物流／会計機能が有機的にが有機的に
結合している為、多角的な確認で結合している為、多角的な確認で
整合性を確保。整合性を確保。

““有識者有識者””（（R/3R/3のベテラン技術のベテラン技術

者）者）のの参加参加
検証ポイントの指摘、漏れのチェ検証ポイントの指摘、漏れのチェ
ック、注意事項の確認、課題解決ック、注意事項の確認、課題解決
に効果。に効果。

テクニカル・レビューを２回実施テクニカル・レビューを２回実施 課題を事前に徹底的に抽出、先送課題を事前に徹底的に抽出、先送
りせず全てを解決して次の工程にりせず全てを解決して次の工程に
進んだ事で手戻りを防止。進んだ事で手戻りを防止。

＜工夫した点＞ ＜効果＞
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②綿密な移行計画策定と3回の移行リハーサル
について

②綿密な移行計画策定と②綿密な移行計画策定と33回の移行リハーサル回の移行リハーサル
についてについて
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移行品質確保の取組み移行品質確保の取組み

～9/30（火） 10/1（水） 10/2（木） 10/3（金） 10/4（土） 10/5（日） 10/6（月）～

　　　★締め

休日稼動日 稼働日

03年度上期決算関連
業務のみR/3利用可能

通常利用可能
03年度下期業務
通常利用可能

確認・予備日現行R/3システム
分社R/3
システム

システム切り換え
（分社化）

R/3利用不可

短期間でのデータ移行短期間でのデータ移行
⇒バックアップの時間も含め

て2日間で完了

完璧な納期遵守完璧な納期遵守

移行を完璧に行なう為の取組みが必要移行を完璧に行なう為の取組みが必要移行を完璧に行なう為の取組みが必要

＜＜20032003年年1010月の業務統合時の移行スケジュール＞月の業務統合時の移行スケジュール＞

13

移行計画書の策定移行計画書の策定

・作業項目と作業順序の確認・作業項目と作業順序の確認

・作業時間の見積・作業時間の見積

・クリティカルパスの確認・クリティカルパスの確認

・詳細スケジュール案作成・詳細スケジュール案作成

・移行データの整合性チェックツール開発・移行データの整合性チェックツール開発

・移行体制（・移行体制（33人を専任化）確立人を専任化）確立

移行計画書移行計画書
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移行計画書移行計画書 －抜粋－－抜粋－

本番作業 処理 実行
Ｎo 移行作業項目 時期 ﾓｼﾞｭｰﾙ 担当 実行 時間 件数 確認

28 仕入締め 2日15時 ＦＩ ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

29 ＥＲＳ 2日締後 財務 ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

30 ＥＲＳエラー修正 ERS後 財務 ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

31 MO１でのユーザ処理締め 2日18時 ＦＩ ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

32 受注伝票結果分析 2日18時 CO ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

33 受注伝票決済 ↓ CO ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

34 製造指図結果分析 2日18時 CO ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

35 製造指図決済 ↓ CO ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

36 FULL BACK UP ５時間 2日19時 BASIS ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

37 個別受注抽出 2日21時 SD TNG 60M 412 完了

38 旧原価コレクタ削除 2日21時 MM ﾏﾆｭｱﾙ 80M - 完了

39 旧原価コレクタ削除確認 2日21時 MM ﾏﾆｭｱﾙ - 完了

40 SD請求伝票会計未転記抽出 2日21時 SD TNG 1M 4829 完了

41 SD請求伝票会計未転記取消更新 2日21時 SD TNG 4M 4829 完了

42 SD請求伝票会計未転記取消確認 2日21時 SD TNG - 完了
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３回の移行リハーサル３回の移行リハーサル

7/22-25 7/28-8/1 8/4-8/8 8/11-8/15 8/18-8/22 8/25-8/29 9/1-9/5 9/7-9/12 9/16-9/19 9/22-26

移行
環境

2003/08 2003/092003/07

検証
環境

移行リハーサル①

システムテスト

移行リハーサル② 移行リハーサル③

運用テスト

コピー コピー

新MO4（分社化環境） 新MO4（分社化環境）伝票締め 伝票締め

移行リハーサルを３度実施移行リハーサルを３度実施

⇒計画→実行→チェック（レビュー）→修正⇒計画→実行→チェック（レビュー）→修正
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データ移行の工夫した点・効果データ移行の工夫した点・効果

検証環境と移行環境を並列化検証環境と移行環境を並列化 移行専用の環境を作成して、検証移行専用の環境を作成して、検証
への影響を防止。お互いが自由にへの影響を防止。お互いが自由に
検証。検証。

移行リハーサルのデータで統合テ移行リハーサルのデータで統合テ
ストスト

リハーサルで作成した本番と同等リハーサルで作成した本番と同等
のデータでユーザーも含めた統合のデータでユーザーも含めた統合
テストを２度実施してテスト品質テストを２度実施してテスト品質
を向上。を向上。

移行チームと綿密な移行計画書の移行チームと綿密な移行計画書の
作成作成

プロジェクト開始と同時に計画書プロジェクト開始と同時に計画書
を作成、早い段階で目処を立てた。を作成、早い段階で目処を立てた。

＜工夫した点＞ ＜効果＞

３回の移行リハーサルによる品質３回の移行リハーサルによる品質
向上向上

１回目の不具合を２回目で是正し、１回目の不具合を２回目で是正し、
３回目で最終確認３回目で最終確認。移行品質が向。移行品質が向
上。上。
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分社化の結果・品質向上の取組みに対する所感分社化の結果・品質向上の取組みに対する所感分社化の結果・品質向上の取組みに対する所感



4
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分社化プロジェクトの結果と所感分社化プロジェクトの結果と所感

10月4日に移行作業を予定通り完了
10月6日に納期通り本番稼動

本番稼動後も目立ったトラブルなし

＜＜分社化の結果＞分社化の結果＞

“品質”にこだわり続けた結果が良い成果に結びつ
いた。

社内での啓蒙活動を通じて今後も品質の強化を引
き続き取り組んで行きたい。

＜＜最後に．．．＞最後に．．．＞

19

ご清聴ありがとうございました。


